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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
大
伴
の
名
の
下
に
！

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
９
１
１
Ｚ

【
作
者
名
】

　
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
ｓ

【
あ
ら
す
じ
】

　
　
注
：
こ
の
物
語
は
受
験
の
鬱
憤
を
晴
ら
す
た
め
に
推
敲
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

十
五
歳
の
品
川
敬
壌
は
、
日
本
生
ま
れ
、
韓
国
育
ち
。
日
本
の
何
処
の
『
衛
府

市
』
に
住
ん
で
い
た
彼
は
、
小
三
の
時
以
来
の
帰
郷
を
果
た
す
こ
と
に
。

と
こ
ろ
が
、
そ
こ
に
向
か
う
は
ず
が
、
衛
府
行
き
の
駅
の
ホ
ー
ム
に
、
春
か
ら

通
う
は
ず
の
『
衛
府
東
高
校
』
の
制
服
を
着
た
美
少
女
が
い
て
・
・
・
・
・
？

「
敬
壌
・
・
・
・
・
さ
ん
で
す
か
」
　
「
い
や
、
先
輩
な
ん
で
し
ょ
？
敬
語
は

無
し
で
す
よ
ね
」
　
「
・
・
・
・
っ
」

　
地
の
字
が
足
り
な
い
作
者
が
送
る
、
や
け
に
背
の
低
い
少
女
・
大
伴
絢
佐
と
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そ
の
仲
間
達
が
繰
り
広
げ
る
ド
タ
バ
タ
コ
メ
デ
ィ
！
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第
?
：
?

『
よ
う
こ
そ
、
衛
府
市
へ
～
?
～
』

　
皆
に
問
い
た
い
。

　
衛
府
っ
て
、
知
っ
て
る
か
？

　
『
衛
府
』
は
・
・
・
・
・
・
っ
て
、
本
来
の
意
味
は
調
べ
て
も
ら
う
と
し
て
、

問
題
は
『
衛
府
市
』
。
衛
府
市
だ
。

　
衛
府
市
は
、
知
る
人
ぞ
知
る
秘
境
。
関
東
に
あ
る
。
あ
る
ん
だ
け
ど
。
鉄
道

の
み
が
そ
こ
に
行
く
方
法
な
の
だ
。

　
そ
し
て
俺
、
品
川
敬
壌
は
、
故
郷
で
あ
る
衛
府
に
帰
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ

が
・
・
・
・
・
・
・
・
・
？

「
・
・
・
・
・
・
・
・
な
ん
だ
、
こ
の
地
図
・
・
・
・
」

　
群
馬
県
は
高
崎
市
の
、
高
崎
駅
の
電
光
掲
示
板
。
俺
は
そ
こ
か
ら
伸
び
る
一

本
の
線
を
凝
視
し
た
。

「
ほ
ん
と
に
一
つ
だ
け
な
ん
だ
な
・
・
・
」

　
明
る
い
駅
は
、
春
休
み
だ
か
ら
か
、
学
生
や
会
社
員
よ
り
も
、
私
服
の
人
の

割
合
が
非
常
に
多
い
。

　
・
・
・
・
・
で
。
俺
は
目
を
頭
上
の
デ
ジ
タ
ル
を
見
つ
め
る
。

　
ど
う
し
よ
う
。

　
時
計
を
見
る
と
、
ア
ナ
ロ
グ
の
針
は
二
時
を
差
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
衛
府

と
高
崎
を
繋
ぐ
唯
一
の
『
衛
高
線
』
は
電
車
が
一
日
三
回
。
そ
し
て
、
平
日
は

二
時
半
発
の
電
車
が
最
後
の
電
車
だ
。

　
さ
っ
き
か
ら
『
一
』
と
『
電
車
』
を
連
発
し
て
い
る
け
ど
も
、
そ
こ
は
許
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ふ
う
。
た
め
息
を
つ

く
。

　
三
十
分
間
・
・
・
・
だ
よ
。
ど
う
し
よ
う
か
な
ぁ
・
・
・
。
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ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
入
れ
て
み
る
。
何
も
無
い
け
ど
。

　
着
て
い
る
の
は
、
な
ん
と
ス
ー
ツ
で
あ
る
。

　
い
や
、
就
職
活
動
で
は
な
い
。
シ
ュ
ウ
カ
ツ
で
は
な
い
ん
で
す
。

　
た
だ
の
帰
郷
な
の
だ
が
、
俺
の
母
親
―
―
―
―
―
―
祐
里
子
は
『
日
本
な
ん

だ
か
ら
び
し
ぃ
っ
と
ね
！
』
と
意
気
込
ん
で
・
・
・
よ
り
に
よ
っ
て
こ
れ
と
は
。

　
こ
こ
に
ず
っ
と
居
座
る
訳
に
は
い
か
な
い
の
で
本
屋
に
足
を
運
ん
で
み
る
。

高
崎
は
相
当
前
に
来
た
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
難
な
く
見
つ
か
っ
た
。

　
俺
は
、
小
三
の
頃
に
本
屋
に
行
っ
た
っ
き
り
な
の
だ
が
、
今
ま
で
い
た
国
・
・

・
・
韓
国
で
も
あ
っ
た
し
、
そ
の
辺
は
心
配
し
な
く
て
い
い
。

　
と
、
思
っ
た
ん
だ
が
。

「
少
年
ジ
ャ
ン
●
の
中
身
が
ほ
ぼ
全
部
違
っ
て
い
る
・
・
・
・
！
？
」

　
少
年
●
ャ
ン
プ
と
い
う
、
全
国
の
青
少
年
が
求
め
る
漫
画
の
表
紙
が
全
く
知

ら
ぬ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
。
常
識
な
の
だ
ろ
う
が
、
俺
に
と
っ
て
は

衝
撃
だ
。

「
む
う
・
・
・
や
は
り
・
・
・
分
か
ら
な
い
も
ん
だ
ね
、
日
本
」

　
ス
ー
ツ
の
男
（
俺
だ
が
）
は
嘆
息
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
な
ん
と
な
く
本
屋
に
い
る
の
も
異
文
化
に
触
れ
て
い
る
よ
う
で
嫌
に
な
っ
た

の
で
、
ぶ
ら
ぶ
ら
時
間
を
見
つ
つ
歩
く
こ
と
に
し
た
。

　
丁
度
、
ケ
ー
タ
イ
が
鳴
る
。
メ
ー
ル
の
よ
う
だ
。

［
　
題
：
久
し
ぶ
り
！
：
　
　
本
文
：
敬
ち
ゃ
ん
！
お
久
し
ぶ
り
で
す
っ
！
会

え
る
の
楽
し
み
（
＾
ｏ
＾
）
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
待
っ
て
る
ね
っ
！
！
敬
ち
ゃ
ん
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］

　
杉
原
奈
帆
。
俺
の
幼
馴
染
み
だ
が
、
残
念
な
こ
と
に
小
学
生
以
来
会
っ
て
い

な
い
の
で
、
ど
ん
な
顔
か
分
か
ら
ん
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
か
覚
え
て
な
い
。

写
真
は
あ
る
。
昔
の
が
。
自
分
の
携
帯
電
話
は
日
本
で
契
約
し
、
奈
帆
の
ケ
ー

タ
イ
の
番
号
は
ア
パ
ー
ト
へ
の
入
室
の
際
教
え
て
も
ら
っ
た
。
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今
の
う
ち
に
説
明
し
て
お
く
と
、
衛
府
で
お
世
話
に
な
る
『
杉
原
荘
』
が
彼

女
の
実
家
で
、
家
長
で
商
店
街
協
議
会
会
長
の
康
一
さ
ん
と
、
元
気
な
お
ば
さ

ん
が
切
り
盛
り
し
て
い
る
。
昔
俺
が
遊
ん
だ
記
憶
は
あ
る
が
、
う
っ
す
ら
と
し

か
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
あ
く
ま
で
曖
昧
な
記
憶
だ
が
、
な
ん
と
な
く
衛
府
の
市
街
地
も
。

　
衛
府
の
大
部
分
の
商
業
は
商
店
街
が
支
え
て
い
て
、
市
街
地
は
皆
そ
ん
な
感

じ
だ
っ
た
と
思
う
。

　　
外
に
出
て
、
騒
音
を
耳
に
す
る
。

　
・
・
・
・
う
わ
。
春
の
空
だ
。
あ
っ
た
け
ぇ
。

　
も
ち
ろ
ん
夕
焼
け
な
ど
で
は
な
く
、
カ
ッ
プ
ル
や
学
生
が
行
き
来
す
る
午
後

の
一
コ
マ
で
あ
る
。

　　
品
川
敬
壌
、
十
五
歳
。
六
年
の
韓
国
駐
在
を
終
え
、
六
年
振
り
に
帰
っ
て
き

た
・
・
・
・
。

　
彼
は
世
に
も
珍
し
い
『
衛
府
』
の
出
身
。
そ
し
て
、
衛
府
東
高
校
に
こ
の
春

入
学
す
る
・
・
・
・
・
。

　
こ
ん
な
感
じ
に
自
己
紹
介
（
誰
に
）
。
む
う
。
や
は
り
分
か
ら
ん
ね
、
日
本
。

な
ん
で
こ
ん
な
雰
囲
気
に
？

　
と
い
う
か
、
水
玉
の
青
い
ネ
ク
タ
イ
。
黒
の
上
着
。
茶
色
の
使
い
古
し
た
ベ

ル
ト
。
光
る
硬
い
新
品
の
革
靴
。

「
な
ん
で
日
本
で
こ
ん
な
・
・
・
・
」

　
道
通
る
人
々
が
な
ん
か
見
て
く
る
気
が
し
な
く
も
な
い
。

　
あ
あ
。

や
だ
、
や
だ
。
そ
う
思
う
と
、
更
に
嫌
に
な
る
俺
だ
っ
た
・
・
・
・
・
。

　「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」
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少
女
は
じ
っ
と
一
点
を
見
つ
め
て
い
た
。

　
短
く
揃
え
た
短
い
黒
髪
が
さ
ら
り
と
流
れ
た
。

　
彼
女
が
見
つ
め
る
そ
の
先
に
は
・
・
・
・

「
し
な
が
わ
・
・
・
・
け
い
・
・
・
・
・
け
・
・
・
・
敬
壌
」

　
何
故
か
名
前
を
言
っ
た
だ
け
で
赤
面
す
る
少
女
。

　
彼
女
の
脳
内
に
は
、
歓
喜
と
困
惑
。
や
っ
と
会
え
た
と
い
う
心
と
、
騙
し
て

良
い
の
か
と
い
う
罪
悪
感
。

「
う
ぅ
・
・
・
・
・
」

　
ま
す
ま
す
赤
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　
も
っ
と
し
っ
か
り
し
な
き
ゃ
。

　
そ
う
頬
を
叩
い
た
彼
女
は
、
彼
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
。

　
が
。
彼
女
は
動
き
が
止
ま
っ
た
。
い
や
、
止
め
ら
れ
た
の
だ
。

「
・
・
・
・
・
・
・
！
？
」

　
彼
女
の
左
肩
を
誰
か
が
優
し
く
叩
く
。

「
や
ぁ
、
君
ど
こ
の
子
？
俺
達
と
遊
ん
で
か
な
い
？
」

　
見
知
ら
ぬ
若
い
二
人
組
が
、
少
女
に
話
し
か
け
て
き
た
・
・
・
・
。

「
は
、
放
し
て
下
さ
い
っ
」

　
ど
こ
と
な
く
空
と
時
計
を
眺
め
て
い
た
敬
壌
が
耳
に
し
た
の
は
女
の
子
の
悲

鳴
だ
っ
た
。

　
見
る
と
、
駅
の
陰
に
隠
れ
て
チ
ン
ピ
ラ
と
い
う
か
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
み
た
い
な

（
表
現
で
き
ん
っ
！
）
二
人
組
の
男
が
二
人
で
一
人
の
ひ
弱
な
少
女
に
け
し
か

け
て
い
る
で
は
な
い
か
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
？
」

　
こ
こ
で
俺
の
思
考
は
止
ま
っ
た
。

　
彼
女
が
着
て
い
る
服
は
、
衛
府
東
高
校
の
制
服
だ
っ
た
の
だ
。

　
衛
府
―
高
崎
間
↓
一
時
間
。

　
無
論
若
者
、
高
校
生
が
一
時
間
も
掛
か
る
高
崎
駅
に
来
る
の
は
不
可
解
な
の

で
、
一
応
声
を
掛
け
る
べ
く
近
寄
っ
て
み
る
。
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
て
。
こ
う
い
う
時
、
な
ん
て
言
え
ば
い
い
の
か
？

　
う
、
う
ー
ん
・
・
・
こ
う
い
う
の
は
・
・
・
・
か
、
彼
氏
・
・
・
っ
て
こ
と

で
・
・
・
？

　
い
、
い
や
待
て
。
じ
ゃ
、
な
ん
て
呼
ぶ
？
鈴
木
と
か
言
う
の
は
不
自
然
す
ぎ

る
。
危
な
い
し
。

　
う
う
う
う
・
・
・
・
・
・
は
っ
。
も
う
、
適
当
で
良
い
気
が
し
て
き
た
！

　
大
丈
夫
、
こ
っ
ち
は
ス
ー
ツ
だ
。
必
ず
大
人
だ
と
思
っ
て
く
る
！

　
つ
、
つ
ま
り
・
・
・
・
・
父
親
？
・
・
・
・
・
・
・
も
、
そ
れ
も
い
い
や
！

「
お
、
お
い
っ
！
ア
ヤ
！
」

　
雑
に
一
般
的
な
名
前
を
浴
び
せ
て
み
る
。
頼
む
、
黙
っ
て
て
く
れ
・
・
・
。

　
三
人
が
こ
っ
ち
を
向
く
。

「
あ
あ
ん
？
な
ん
だ
て
め
ぇ
」

　
男
が
い
か
つ
い
顔
で
覗
い
て
く
る
。
で
き
る
だ
け
平
然
を
保
と
う
と
努
力
、

努
力
。

　
そ
っ
と
少
女
を
見
れ
ば
、
瞠
目
と
い
う
ほ
ど
ま
で
に
目
を
見
開
き
、
瞳
に
涙

を
浮
か
べ
て
い
る
。

　
う
わ
。
な
ん
か
・
・
・
・
こ
の
男
ら
、
う
ぜ
。
何
泣
か
せ
て
ん
じ
ゃ
ア
ホ
。

無
駄
に
怒
り
湧
い
て
き
た
ぞ
。

「
俺
の
娘
に
手
ぇ
出
さ
ん
で
貰
お
う
か
」

　
あ
。
変
な
台
詞
で
た
。
と
、
と
り
あ
え
ず
結
果
オ
ー
ラ
イ
だ
っ
！

「
は
ぁ
？
娘
？
」

　
も
う
一
人
が
変
な
声
を
出
す
。
「
お
前
と
こ
の
娘
、
全
然
似
て
ね
ー
じ
ゃ
ん

か
よ
っ
」

　
奇
声
を
張
り
上
げ
る
。
そ
し
て
笑
い
出
す
。
―
―
―
―
―
―
や
っ
ぱ
う
ぜ
ぇ
。

い
や
、
似
て
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
否
定
し
ま
せ
ん
が
ね
！
！

「
ぐ
っ
・
・
・
な
に
す
ん
だ
て
め
ぇ
！
」

　
靴
で
ス
ニ
ー
カ
ー
の
足
を
踏
む
。
思
い
っ
き
り
。
靴
、
硬
い
の
選
ん
で
良
か

っ
た
と
思
っ
た
り
す
る
。
あ
り
が
と
母
よ
。

「
大
韓
民
国
で
ぇ
」

　
も
う
一
方
の
足
で
思
い
っ
き
り
吹
っ
飛
ば
す
。
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「
鍛
え
た
脚
力
ぅ
」

　
そ
し
て
か
え
す
足
で
顔
面
に
！

「
な
め
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
ぇ
え
え
え
え
っ
！
！
！
！
」

　
台
詞
は
も
う
い
ち
い
ち
分
か
ら
ん
。

　
自
分
で
冷
静
に
突
っ
込
み
つ
つ
、
迷
い
な
く
少
女
の
小
さ
な
手
を
掴
む
。
よ

く
や
っ
た
、
俺
。
よ
く
堪
え
た
ぞ
。

「
ほ
ら
、
行
く
ぞ
」

　
少
女
は
、
じ
っ
く
り
俺
を
見
つ
め
、
怪
し
い
奴
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
、

大
き
く
頷
い
た
。

「
ふ
う
・
・
・
こ
の
辺
で
い
い
か
な
ぁ
」

　
荒
い
息
を
上
げ
る
俺
と
少
女
は
駅
の
改
札
口
ま
で
来
て
し
ま
っ
た
。

　
今
思
え
ば
、
こ
こ
ま
で
来
る
必
要
は
無
か
っ
た
気
が
す
る
。

「
・
・
・
っ
、
・
・
は
、
・
・
・
・
は
・
・
・
・
・
・
・
あ
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」

　
少
女
は
膝
に
手
を
当
て
て
呼
吸
を
整
え
る
。

　
シ
ョ
ー
ト
の
黒
髪
、
大
き
い
瞳
。
白
い
肌
。
灰
色
の
ブ
レ
ザ
ー
、
赤
の
ス
カ

ー
ト
、
黒
の
ニ
ー
ソ
ッ
ク
ス
・
・
・
・
・
・
て
お
い
お
い
。
こ
、
こ
れ
は
単
純

に
男
は
皆
寄
っ
て
く
る
だ
ろ
う
な
～
と
思
っ
た
だ
け
で
、
べ
、
別
に
か
わ
い
い

と
か
そ
う
い
う
こ
と
で
は
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
な
ん
で
す
か
。
気
持
ち
悪
い
」

「
ん
？
あ
ぁ
、
す
い
ま
せ
ん
」

　
気
が
付
け
ば
見
つ
め
て
い
た
ら
し
い
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
や
ら
し
い
」

「
え
え
！
そ
ん
な
目
で
見
て
た
の
俺
！
」

　
ジ
ト
目
で
見
る
少
女
。

　
こ
こ
で
俺
は
気
が
付
い
た
。
こ
い
つ
、
結
構
あ
ぶ
ね
ぇ
か
も
。
と
い
う
か
何

で
助
け
た
ん
だ
ろ
う
。
あ
、
あ
れ
？
お
、
思
い
出
せ
な
い
や
・
・
記
憶
喪
失
か

も
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・



9

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
嘘
で
す
」

「
え
？
」

「
―
―
―
―
―
―
な
ん
で
も
な
い
で
す
！
け
・
・
・
・
親
切
な
人
」

　
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
。
さ
っ
き
は
き
っ
と
嫌
な
こ
と
を
吐
い
た
に
違
い
な
い
。

「
あ
、
そ
う
だ
、
名
前
は
？
俺
、
品
川
け
い
じ
ょ
う
。
敬
壌
だ
」

「
・
・
・
・
・
・
敬
壌
さ
ん
で
す
か
。
わ
、
私
は
大
伴
絢
佐
で
す
」

お
お
と
も
、
あ
や
さ
。
な
ん
と
な
く
昔
聞
い
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
て
ゆ
う
か
、

さ
っ
き
ア
ヤ
サ
っ
て
言
わ
な
か
っ
た
っ
け
？

絢
佐
、
脳
内
思
考
そ
の
［
?
］

　
あ
、
危
な
か
っ
た
・
・
・
・
焦
っ
た
・
・
・
・
。

　
敬
壌
さ
ん
が
話
し
掛
け
て
き
た
と
き
は
び
っ
く
り
し
た
・
・
・
。
ア
ヤ
っ
て
・

・
・
・
咄
嗟
に
言
っ
た
の
か
な
？

　
も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら
・
・
・
・
・
・
・
・
う
、
う
ん
め
・
・
・
・
・
い
や
。

な
い
な
い
。
偶
然
よ
。
偶
然
。

　
で
も
、
名
前
訊
い
て
き
た
か
ら
、
ま
だ
気
づ
い
て
い
な
い
み
た
い
・
・
・
。

　
忘
れ
ら
れ
た
の
か
な
・
・
・
・
？

　
う
、
う
う
ん
。
ま
だ
思
い
出
し
て
な
い
だ
け
よ
・
・
・
。
う
ん
、
そ
う
そ
う
。

　
あ
れ
？
だ
と
し
た
ら
忘
れ
て
い
る
こ
と
に
・
・
・
・
・
？

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
も
う
考
え
な
い
こ
と
に
し
た
。

　
後
は
も
う
、
計
画
に
沿
う
だ
け
よ
！

　
私
は
携
帯
の
表
示
を
見
る
！
！

　
さ
ぁ
、
そ
こ
に
は
！
？

　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。

　
ん
？
『
明
る
く
気
さ
く
に
』
？

　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
も
う
遅
い
気
が
す
る
。



10

「
そ
う
い
や
、
衛
府
東
高
校
で
す
よ
ね
？
な
ん
で
こ
こ
に
い
る
ん
で
す
か
？
」

「
・
・
・
・
・
っ
！
べ
っ
、
別
に
何
も
！
」

「
そ
う
で
す
か
・
・
・
・
あ
、
俺
、
来
年
衛
府
東
高
に
入
る
ん
で
す
け
ど
、
一

応
先
輩
っ
て
・
・
・
こ
と
で
す
よ
ね
？
」

「
な
、
何
よ
！
し
、
身
長
な
ん
て
そ
ん
な
も
ん
よ
！
！
」

「
（
気
に
し
て
る
ん
で
す
か
・
・
・
）
」

「
な
ん
か
言
っ
た
！
？
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
な
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

大伴の名の下に！
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